
 ハイご褒美は

正しい姿勢で   

   12.07撮影 

 

    ハイライト 

 大雪・初候12月7～11

日 「閉塞成冬 そら さむく 

ふゆとなる」天地の気がふ

さがれ、本格的な冬になる

頃という意味。重く垂れ込

めた雲

によっ

て空が

被わ

れ、地

上の生

き物は

みな息

を潜め

てい

る。そんな森閑とした様子

を表したものになる。今年

は異常に暖かな日が続いて

いたが、10日頃には最低

気温が零下の予報!! 平年並

みだが10℃も下がっては

体が泣き言を言いそう。 

太陽の恵みで暖かなOM

ソーラーのわが家でも、例

年11月には寒さで何日か

薪ストーブを焚いているが

今年はゼロ、12月に入っ

て6日の今日は雨の日でも

室温20℃、囲炉裏に火を

熾し鉄瓶が湯気を立ててい

ます。柔らかく味の浸み込

んだ煮大根がおいしい季

節、コトコト煮てます囲炉

裏端。霜の降りる日が続い

てくると、野菜の甘味が増

してくる時期、でも寒い。 

12.02今年の紅葉は美

しい ↖落葉集めるカカ 

ナナミちゃんの農事通信 
山梨県北杜市明野町で「雨と風と太陽と」 

「土と人情」に囲まれた。ナナミ

ちゃんの「私、土の子」奮闘記 
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1 今の畑は 

 発行所 ファーム７７３ 

2 「ナナミちゃんのお宿」は ? 

 12月可愛いクリスマス飾

りも招き猫たちと同居。こ

こ１ヵ月はランチや宿泊の

お客様で活気づき、２回ほ

ど薪ストーブも焚きまし

た。移住希望のお客様やHO

会員のお客様で、楽しくお

話が出来ました。 

↑12.01野菜会員定期便は一

人分、白菜大根カブ長ネギ  

ﾌﾞﾛｯｺﾘｰとｵﾚﾝｼﾞｶﾘﾌﾗﾜｰ･ﾙｯｺﾗ

とﾁﾝｹﾞﾝ菜 ﾚﾀｽ 水菜 ﾉﾗﾎﾞｳ   

春菊にｻﾆｰﾚﾀｽ･ﾎｳﾚﾝ草ｱｯﾌﾟﾙ漬

↑大根漬３種、白くリンゴの移

り香のアップル漬、キムチ味の

パリッと歯応えカクテキ、日持ちす

る福神漬けのような大根佃煮です。 

  今年は初冬

も暖かく葉物

野菜は、大き

く成長したホ

ウレン草など

葉物も。暮れ

には正月野菜に小松菜･花菜や

漬物などを詰合せます。    

 採れすぎた野菜を東京の玄関

先で販売した事や、ご近所の方

との縁で続く野菜作りも、早や

20年近くに、皆様に感謝。 

↑夕食は湯気立つ、ホックリ甘

味の曙大豆ご飯 ↓朝食はホク

ホクで豆の味するグリーンピー

スご飯。どちらの豆も自家栽培 

←12.01庭畑のブロッ

コリーが発芽していな

いので、発芽していな

いケ所に種を蒔き直し

ています暖かな今の内 

→庭畑のノラボウ(かき菜)収

穫をする。毎年作る冬の定番

野菜、来春の花咲く頃まで茎

を欠きながら収穫します。柔

らかく甘味感じる葉物。 

→庭で自生す

る三つ葉、霜

除けシートを

張るカカ、 

↓増えている

冬に貴重な葉

物です。 

→ｵﾚﾝ

ｼﾞｶﾘﾌ

ﾗﾜｰ初

収穫ﾒ

ﾛﾝﾊﾟﾝ

かも? 



 暖かな初冬から一変し、

初雪の後に雨や降霜などで

体調が追いつかない。野菜

も同じ霜の降りる前にトン

ネルネットを張り、雪の予

報を見てはネットを重ねて

防寒対策、畑仕事をカレン

ダーにメモ書きし、昨年の

今頃は? 作業暦を見ては早

め早めに作業計画を立てる

が?カカの仕事は忙しく。 
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 お宿の絵を架け替えました。

今は女性の横顔「目は口ほどに

物を言い」眼ヂカラなどとも、

描かれた時は何を想っていたの

か? タイ

トルの無

い絵もあ

り不明。 

3 続き「今の畑は」 

↑ナナミちゃんのお宿↑西側

の潜り戸取っ手は古色、骨董

店から古箪笥の取っ手を入手 5 十二月のお味  
 日増しに寒

さが厳しく

なって来まし

た。囲炉裏

テーブルを囲

んで渋茶と漬

物が一段と美

味しい季節

に。カカトト

二人だけでは

囲むとは言え

ません

が・・ 

↑水菜･大葉春菊･紅水菜も収穫。 

↑カブのチェックと計量袋詰

め、甘味があるホウレン草も  

↑11.07大根アップル漬を作る  

 

 11.19天日干し大根を計量し→  ヌカで沢庵30kgを漬け込む 

↓11.24酢辛子沢庵を漬ける。

干し大根をタルに丸く詰めて→ 

↙砂糖･辛子･塩を混ぜて入れ 

↓酢を回しがけし重石をする 

↓11.26白菜を漬ける。これに

キムチ調味料でキムチ漬にも!! 

↗長野の別荘

住まいの友か

ら野沢菜を貰

い →明野農

家から教えら

れた秘伝の味

つけで漬け込

むオイシイョ 

↑キレイにしたカブと赤カブ、

柔らかく浅漬でオイシイですョ 

↑ター菜は炒め物に味噌汁の具

にも、ルッコラはサラダにグ～! 

↑長ネギが柔らかく美味しい冬

が来た!! ←12.07畑で野菜収穫

中、これからの寒さに向け

て防寒対策の真っ最中。 
4 ﾁｮｺｯと骨董話し  

←前田寛治? 

画枠入り木製

パネルに油彩 

1896-1930

島根県生まれ  

  人物写実画の

名手、33歳で

早逝し、10年

に満たない活

動期間であっ

た。 

↑小磯良平 パステル画 

1903-1988 神戸市生ま

れ 藤田嗣治らと従軍画家

として中国に渡る。 

←「髪をあ

げた人ひと」

油彩 

  古川玉枝 

 光風会会員 


